
 

 

 

 

 

 

楽しみにしていた修学旅行も終わりましたね。盛りだくさんの内容でしたが、修学旅行を

終えた皆さんの顔からは達成感が感じられます。きっといろいろな場面で学ぶことが多かっ

たのだと思います。仲間と共にやり遂げたことを糧に、次にむかって頑張っていきましょう。 

 

 

A 組  

 今回の修学旅行では、礼儀を守って行動することを意識しました。例

えばバスの乗り降りの際に、「お願いします。」「ありがとうございまし

た。」といった声かけをしたり、自主プラン先や飲食店でも「こんにちは。」

「ありがとうございました。」と礼儀正しい態度を取ったりして、お世話になった方々に感謝と誠実

さを伝えられました。そのことが充実した修学旅行になった１つの要因なのだと思います。 

 次に学んだことは、神戸の空襲についてです。実際に、傷ついた神社の柱を見たり、空襲を体験さ

れ、いまだに傷ついている方々のお話を聴いたりして、どれだけの人がどんなつらい思いをしたの

かを考えさせられました。そして、戦争がどれだけ悲惨で、今の平和がどれだけ貴重なのかを知り、

それを後世に伝えていくことが重要だと分かりました。他に学んだ・発見したことは、京都の特徴

についてです。僕は京都自主プランで、清水寺、三十三間堂、伏見稲荷大社、京都タワーを訪れまし

た。歴史的で壮大なものが多く、技術なども発達して、観光客など人がとても多いことを実感しま

した。そして、京都はその特徴である歴史的遺産に多くの観光客が来られるように、様々な技術を

使って活かしているのだと分かりました。そのような工夫が凝らされている京都の旅は、とても楽

しく、良い経験をすることができたと思います。修学旅行では、多くのことを心がけ、学び、楽しむ

ことができました。この修学旅行の思い出を忘れずにこれからに活かしていきたいと思います。 

 

  A 組  

 ３日間合わせて学んだことがある。１日目は京都での学びだ。伝統的なものは、今はネットやい

ろいろなもので調べられるけど、実際に見たり聞いたり感じたりすることで、ネットなどで調べる

よりもより分かりやすいし、現地の人に直接聞きたいことを聞くことが大切だと思った。２日目の

兵庫で学んだことは、京都と同じように、実際に感じることや、現地の人に聞くこと。そして、世代

が移り変わるにつれてその時に起こっていたこと、例えば戦争などの記憶が薄れていくことだ。「戦

争はあってはならない」そういうことを後世に伝えて行くことが大切だと改めて感じた。３日目は

USJ で学べたことだ。回りたいところを前もって考えて、効率よく、時間通り間に合わせることだ。

そして、この３日間を通じて分からないことがあれば周りの人に聞いて、積極的

に行動することが大切だということを感じた。それを含め、この修学旅行で、こ

れから必要になること大切なことを改めてしっかり学べた。 
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 A 組  

 ３日間の中で、「ありがとう」を伝えることを意識した。でも、２

日目のお昼ご飯の時に、水をくれた東口先生に「ありがとうござい

ました」と言ったつもりが、声が小さくて聞こえなかったので、も

う少し声を大きくしようと思った。 

 １日目の京都では、外国の人が多くいるので、迷惑をかけないように歩いたり、同じ場所に長い

間止まらないようにしたりなど、工夫をして歩けたのが良かった。２日目の神戸では、バスが路上

で止まることが多かった中で、乗り降りを早くできたことが良かった。また、戦争について深く考

えることができたし、異人館ではみんなで地図を見ながら次どこに向かうかなどを話し合って決め

ることができた。３日目のユニバーサルでは、とても楽しむことができて良かった。それぞれのア

トラクションの人に感謝を伝えながら回ることができた。３日間、お腹が痛くなったりもしたけど、

ルールやマナーを守り楽しめたので良かった。 

  

  A 組  

  この修学旅行を通して分かったことは、みんなの意見に合わせすぎず、どんどん自分の意見を

言っていくことです。この修学旅行は、時間が決められていて、迷ったり困ったりしているとどん

どん時間が過ぎていきます。１日目の京都自主プランでは、予定していた時間より１時間ぐらい早

く着き、何をしようかみんな迷っていました。そのとき私の頭の中には「次ここに行こうよ！」とい

う言葉が浮かんでいたけれど、実際には言えず、誰かの意見が出てくるのを待つのみでした。でも

３日目のUSJ のとき、時間もあまりなく待ち時間も長い中、どのアトラクションに乗ろうか迷って

いたとき、友達が「時間もないから気を遣わずどんどん案を出していって！」と言ってくれ、すごく

心が楽になり、自分の意見を友達に言うことができました。そのとき友達は否定せずに、「いい案だ

ね。早く言ってよ～。」と言ってくれました。すごく嬉しかったです。友達だから気を遣わなくてい

いんだとそのとき分かりました。そこからアトラクションも乗ってごはんも食べて、ショッピング

もできたので、とてもいい思い出ができ、「本当に最高の友達！」と改めて実感することができまし

た。これからも自分の意見を言っていきながら、友達の意見もたくさん聞いていきたいです。本当

に楽しかったです！ 

修学旅行で一句！ 
 

〔京都にて〕 

ありがとう 助けてくれた 人々よ      人混みに 紛れる声に 耳すまし 

                 

清水の 舞台で聞こえる 友の声       京都の 険しい坂道 乗り越えた 

                 

〔神戸にて〕 

戦争の 爪痕残す 神戸の地         中華街 身近に隠れる SDGs 

                 

 


